
国語科
国語科の定着状況

具体的な課題

　
課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

  全ての学年において平均正答率と同等、または上回っている。「読むこと」「話す・聞くこと」の領域では
概ね良好である。ただし、「書くこと」「言語についての知識・理解」の領域では、数値を伸ばしていく余地
がある。
　とりわけ記述問題においては、個人差が大きく、個に応じた指導が求められる。問題で問われているこ
とに対して条件に合わせて正しく答えられなかったり、初見の文章の構造を正しく捉えられていない様子
が解答からうかがわれる。

〇「読むこと」領域・・・情報量の多い文章から、大事なことを取捨選択すること、主述の関係を把握して文
章を捉えることに課題が見られる。
〇「書くこと」領域・・・・自分が考えたことを言語化して文章で表すこと、問われていることに正対して答え
ることに課題が見られる。
〇「話すこと・聞くこと」領域・・・・・・・・・・話を最後まで聞き、その情景を描くことに課題が見られる。
〇「言語についての知識・理解」領域・・学年で実態が異なるが、字形を正しく捉えることに課題が見られ
る。

〇情報量の多い文章への苦手意識
　文章を読む機会が減少しているのではない
か。タブレット端末を使って意欲的に調べ学習
等に取り組んでいるが、情報を見付けても読
み捉えることをせずに画像を一見して次の画
面へと検索することが増えているのではない
か。長文を見ただけで拒絶する児童が増えて
きている。

〇記述問題への苦手意識
　書くことに対する時間が不足しているのでは
ないか。また、自分の考えとそれを支える根拠
との関係を明確にして文章を書くことの個人差
が大きい。

〇語彙の不足
　生活が利便化され、体験と共に獲得できて
いた言語が減り、語彙が不足しているのでは
ないか。多様な他者とのコミュニケ―ションが
不足している。分からない言葉を前後の文章
から推測して捉えようとする力が弱くなってき
ている。

〇言葉のみの情報を処理する機会を増やす
　聴写による記録、絵を見せない絵本の読み聞かせ等、
言葉の感覚を養う時間を取り入れ、言葉からイメージをつ
かませる。文章を捉える際には、視点を確認し、大事なこ
とを落とさずに聞いたり、読んだりする力を育成する。
　文章全体の構成を捉え、目的に応じて中心となる語や
文を見付けて要約したり、筆者や作者、相手の言いたいこ
とを掴んだり（要旨を捉える）する活動、接続詞に着目して
段落相互の関係を捉えていく活動を増やしていく。全文か
ら捉える指導を取り入れていく。
〇文章の書き方を教え、文章を書く機会を増やす
　考えの整理の仕方や構成の仕方を教え、身に付けさせ
る。指定された条件や字数で文章を書く指導を行う。授業
のみでなく、家庭学習でも取り組めるように指導し、児童
が書くことに慣れていく時間を設ける。自分の考えを書く
活動を充実させるとともに、既習漢字を確実に使うよう丁
寧に指導する。タブレット端末の活用と並行してノートでま
とめていくことの学習を大切にする。
〇言語環境を整える
　読書、朝の漢字学習等、児童が様々な言葉に触れる機
会を確保する。主述の関係、言葉の知識の定着を図るた
めに、他教科の指導のなかでも繰り返し確認していく。
〇個に対応した授業展開を行う
　取り組み（課題）に対して、児童自身が自己調整をして
達成（解決）できる授業展開を行い、苦手と感じていること
でも児童が見通しをもって授業に参加し、今日はこの力を
付けたい！学びたい！という力を育てる。

・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・最後の問題である「作文」を全児童が記述できるようにする。


